
Ｊ
Ｒ
西
日
本
会
社
は
４
月
28

日
に
２
０
２
２
年
度
決
算
を
公

表
し
ま
し
た
。
営
業
利
益
は
45

億
円
を
予
想
し
て
い
る
と
し
な

が
ら
も
単
体
で
３
８
９
億
円
の

回
復
、
連
結
で
は
８
３
９
億
円

確
保
と
い
う
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
２
０
２
３
年
度
の

営
業
利
益
の
予
想
は
連
結
で
１
，

１
５
０
億
円
、
単
体
で
７
５
０

億
円
と
し
て
お
り
、
単
体
で
約

２
倍
の
増
収
を
見
込
み
、
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。10

月
31
日
に

は
第
２
四
半
期

決
算
を
公
表
し
、

公
表
さ
れ
た
資

料
を
見
る
と
連

結
決
算
は
３
期

連
続
の
増
収
・

増
益
で
あ
り
、

営
業
収
益
は
７
，
６
９
９
億
円

（
前
年
同
期
１
，
５
３
２
億
円

増
）
営
業
利
益
は
１
，
０
６
２

億
円
（
前
年
同
期
７
２
４
億
円
）

経
常
利
益
９
８
４
億
円
（
前
年

同
期
７
０
７
億

円
増
）
純
利
益

６

７

１

億

円

（
前
年
同
期
２

６
億
円
増
）
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
決
算
実
績
を
踏
ま
え
通

期
予
想
を
上
方
修
正
し
ま
し
た
。

営
業
収
益
は
１
兆
５
，
８
５
０

億
円
（
当
初
１
兆
５
１
２
０
億

円
、
７
３
０
億
円
増
）
、
営
業

利
益
は
１
，
４
０
０
億
円
（
当

初
１
，
１
５
０
億
円
、
２
５
０

億
円
増
）
、
経
常
利
益
は
１
，

２
５
５
億
円
（
当
初
９
９
５
億

円
、
２
６
０
億
円
増
）
、
純
利

益
は
８
０
０
億
円
（
当
初
６
６

５
億
円
、
１
３
５
億
円
増
）
と

大
幅
な
回
復
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

も
あ
る
よ
う
に
増
収
増
益

を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来

た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
労

働
者
の
努
力
が
結
果
と
し

て
現
れ
た
も
の
で
す
。

春
闘
の
回
答
時
に
お
い
て
も

年
間
臨
給

で
回
答
し

た
が
決
算

が
予
想
以

上
に
回
復

す
れ
ば
全

て
の
労
働
者

へ
還
元
す
る

こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と

を
主
張
し
て

き
ま
し
た
。

こ
の
間
、

経
営
が
厳
し
い
時
に
労
働
者
は

我
慢
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

経
営
が
上
向
き
に
な
っ
て
き
た

か
ら
に
は
、
今
こ
そ
還
元
を
し

て
労
働
者
を
大
事
に
し
て
い
る

こ
と
を
示
す
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り

ま
す
。
社
長
の
「
共
に
乗
り
越

え
よ
う
」
は
い
つ
示
さ
れ
る
の

か
。
年
間
臨
給
の
デ
メ
リ
ッ
ト

し
か
味
わ
っ
て
い
な
い
労
働
者

へ
し
っ
か
り
と
メ
リ
ッ
ト
を
示

す
べ
き
で
す
。

今
年
度
の
状
況
も
現
在
好
調

ぶ
り
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
好
調
な
ら
ば
頑
張
っ
て
き

た
労
働
者
へ
の
還
元
は
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

我
々
は
物
価
高
な
ど
の
影
響

で
厳
し
い
生
活
を
し
て
き
ま
し

た
。
今
こ
そ
し
っ
か
り
と
様
々

な
手
当
の
改
善
や
賃
金
の
ア
ッ

プ
を
す
る
こ
と
が
、
離
職
防
止

の
観
点
か
ら
も
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
回
復
し
て
き
た

利
益
を
内
部
留
保
に
積
む
の
で

は
な
く
今
こ
そ
労
働
者
へ
ま
わ

し
、
士
気
を
高
め
る
こ
と
が
経

営
陣
の
責
務
で
す
。

（1） ２０２３年１１月１６日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町2-2 国労大阪会館内 06－6358－1190 JR071-4548 NO.３４７
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関西貨物協議会
第３７回定期委員会を開催

２

０

２

３

年

度

役

員

体

制

議

長

工
藤

隆
志

（
近
畿
）

副

議

長

熊
野

孝
人

（
北
陸
）

副

議

長

大
森

忠

（
近
畿
）

副

議

長

國
松

重
浩

（
近
畿
）

副

議

長

佐
藤

英
和

（
岡
山
）

副

議

長

長
尾

保
宏

（
広
島
）

副

議

長

荻
田

啓
二

（
近
畿
）

事

務

長

惠
阪

景
一

（
近
畿
）

会
計
監
査
員

坂
口

保

（
近
畿
）

会
計
監
査
員

小
西

八
十
四
（
近
畿
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

１０月２８日（土）、国労大阪会館において第
３７回関西貨物協議会定期委員会を開催しました。

委員会議長には近畿地本の林委員を選出し議事

が進められ、工藤議長が挨拶を行ないました。全
国貨物協議会から因泥議長が出席し挨拶、西日本

本部から植田執行委員長と大和執行副委員長が出

席し、代表して植田執行委員長が挨拶を行ないま

した。
討論では、雪害の問題や職場環境問題、年末手

当満額獲得に向けてなど発言がありました。

２０２３年度の新役員体制を確立し、今委員会
において笹山副議長・奥尾副議長・久米会計監査

員が退任されました。長い間お疲れ様でした！

団
結
し
て
ガ
ン
バ
ロ
ー
！

新
体
制
を
確
立
！

西日本会社 予想を上回る回復ぶり！！

第２四半期決算も好調！
一時金を求めて団体交渉開催！

コ
ロ
ナ
禍
で
の
労
苦
に
こ
た
え

全
て
の
労
働
者
に
還
元
せ
よ
！

求
め
る
声
は
多
数
あ
る
！

今
こ
そ
還
元
が
必
要
で
あ
る
！

今
年
度
も
順
調
に
い
く
な
ら

年
度
末
手
当
の
期
待
は
大
！



（２） ２０２３年１１月１６日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町2-2 国労大阪会館内 06－6358－1190 JR071-4548 NO.３４７

駅
に
宿

泊
す
る
イ

メ
ー
ジ
と

し
て
は
、

東
京
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ホ

テ
ル
や
グ

ラ
ン
ヴ
ィ

ア
大
阪
み

た
い
な
駅

直
結
ホ
テ

ル
の
イ
メ
ー

ジ
が
出
る
と
思
い
ま
す
が
、
駅
事
務

室
に
宿
泊
で
き
る
駅
が
北
海
道
に
あ

る
の
で
す
。

そ
の
場
所
は
、
北
海
道
新
幹
線
延

伸
工
事
中
（
新
函
館
北
北
斗
駅
～
札

幌
駅
）
の
並
行
在
来
線
区
間
で
あ
る

函
館
本
線
の
通
称
山
線
（
長
万
部
駅

～
小
樽
駅
）
区
間
に
あ
り
ま
す
。
小

樽
駅
か
ら
９

駅
目
倶
知
安

駅
と
ニ
セ
コ

駅
の
間
に
あ

る
比
羅
夫
駅

で
す
。

こ
の
区
間

は
、
並
行
在

来
線
区
間
で
北
海
道
新
幹
線
が
で
き

る
と
バ
ス
転
換
を
し
よ
う
と
北
海
道

が
提
案
し
て
い
る
区
間
で
す
が
、
ウ

イ
ス
キ
ー
で
有
名
な
余
市
や
ス
キ
ー

場
で
有
名
な
ニ
セ
コ
な
ど
の
観
光
地

も
点
在
し
て
お
り
乗
客
も
そ
こ
そ
こ

多
く
（
２
０
２
２
年
度
実
績
で
２
，

７
１
５
人
／
日
、
コ
ロ
ナ
前
の
２
０

１
８
年
度
実
績
で

３
，
６
５
０
人
／

日
※
Ｊ
Ｒ
北
海
道

プ
レ
リ
リ
ー
ス
）

バ
ス
転
換
し
て
乗

客
が
運
び
き
れ
る

の
か
、
運
転
士
不

足
の
中
バ
ス
の
本
数
は
確
保
で
き
る

の
か
と
自
治
体
か
ら
も
疑
問
が
出
て

い
る
区
間
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
区
間
に
あ
る
の
が
、
駅
事

務
室
だ
っ
た
場
所
を
そ
の
ま
ま
民
宿

と
し
て
利
用
で
き
る
比
羅
夫
駅
で
す
。

駅
の
中

に

あ
る
の
で
、

訪
れ
る

に

は
、
列

車

が
最
適

で

す
。
小

樽

駅
か
ら

Ｈ

１
０
０

形

（
通
称
Ｄ
Ｅ

Ｃ
Ｍ
Ｏ
）
の

普
通
列
車
に

乗
車
し
ま
す
。

倶
知
安
駅
で

の
乗
換
が
必

要
で
す
の
で

ご
注
意
を
。
ま
た
、
列
車
本
数
も
か

な
り
少
な
い
の
で
訪
れ
る
と
き
は
、

時
刻
表
の
確
認
が
必
要
で
す
。
部
屋

は
そ
の
時
の
ラ
ン
ダ
ム
で
す
の
で
、

ホ
ー
ム
側
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
場

合
も
あ
り
）
。

共
用
ス
ペ
ー
ス
も
温
か
み
が
あ
り

居
心
地
は
か
な
り
い
い
と
感
じ
る
で

し
ょ
う
。

食
事
に
つ
い

て
は
別
料
金
で

す
が
、
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

冬
季
は
鍋
料
理

で
す
が
、
夏
季

は
ホ
ー
ム
に
て

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
頂
け
る
と
い

う
の
は
特
筆
す

る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

何
も
な
い
、
山
の
中
に
佇
む
無
人

駅
に
宿
泊
す
る
と
い
う
非
日
常
体
験

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
お
す
す
め

で
す
よ
！

鉄道ファンがすすめる
おすすめスポット

今
回
紹
介
す
る
の
は

「
非
日
常
体
験
を
す
る
」

北

海

道

へ

№１

道の宿ひらふ
（http://hirafu-station.com/）

一度は行ってみたいなぁ！
ローカル線を乗りにいこう！


